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令和７年度広島市職員採用試験 Ⅰ種建築（SPI枠)専門性確認シート（表面） 

※事務局記入欄 試験区分 氏 名  

建築  

試験区分に関連する資格等 

☐ ①大学、短期大学、高等専門学校及び専修学校等において、一級建築士試験の受験資格を満たす科目

を修めて卒業又は卒業見込み（建築士法第１４条第１号又は３号に該当又は該当見込み） 

☐ ②一級建築士              ☐ ③構造設計一級建築士 

☐ ④設備設計一級建築士          ☐ ⑤二級建築士 

☐ ⑥木造建築士              ☐ ⑦建築設備士 

☐ ⑧一級建築基準適合判定資格       ☐ ⑨二級建築基準適合判定資格 

☐ ⑩１級建築施工管理技士         ☐ ⑪２級建築施工管理技士（種別：    ） 

☐ ⑫宅地建物取引士      

☐ ⑬技術士（部門：          選択科目：          ）  

☐ ⑭技術士補 又は 技術士第一次試験合格（部門：          ） 

☐ ⑮その他（                                   ） 

 

１ これまで大学等での専攻学科や専攻講座、研究論文等において培ってきた得意分野・専門分野を、

次の表から３つ以内で選択し、チェック（□に「✓」を記入）してください。 

分 野 表 （その他は（ ）に内容記載） 

☐ ①建築史・都市史     ☐ ②建築計画       ☐ ③建築構法  

☐ ④建築材料        ☐ ⑤建築構造       ☐ ⑥建築法規 

☐ ⑦都市計画・地方計画・景観 ☐ ⑧建築環境・省エネルギー ☐ ⑨建築意匠・設計   

☐ ⑩防災 

☐ ⑪その他（                                    ） 

  

２ これまでの就業（学生期間中のアルバイト等は含みません。）において従事してきた分野を、次の

表から３つ以内で選択し、チェック（□に「✓」を記入）してください。 

分 野 表 （その他は（ ）に内容記載） 

☐ ⑫学生（就業経験なし） ※アルバイトは就業に含みません。 

☐ ⑬建築設計（意匠）           ☐ ⑭建築設計（設備）  

☐ ⑮建築設計（構造）           ☐ ⑯建築積算 

☐ ⑰施工（建築ゼネコン）         ☐ ⑱施工（建築サブコン）  

☐ ⑲施工（建築設備）           ☐ ⑳資材・機器・材料メーカー   

☐ ㉑工事監理               ☐ ㉒ＣＭ（コンストラクション・マネジメント） 

☐ ㉓都市計画・地方計画コンサルティング  ☐ ㉔不動産開発   

☐ ㉕不動産管理・仲介           ☐ ㉖官公署、独立行政法人、第三セクター 

☐ ㉗大学・教育機関  

☐ ㉘その他（                                    ） 
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令和７年度広島市職員採用試験 Ⅰ種建築（SPI枠)専門性確認シート（ 裏 面 ） 

※事務局記入欄 試験区分 氏 名  

建築  

 

３ 前記１又は２で選択した得意分野・専門分野・就業分野から、特に力を入れて取り組んだ分野を１

つ選び、あなたがこれまで学んできたことや取り組んできたこと、それらを通じて得た知識や経験等

を広島市職員としてどのように生かしていきたいかについて、以下に具体的に記述してください。 

（記載方法は自由です。なお、必要に応じて図表等を記載しても結構です。） 

専門分野の番号（１又は２でチェックした番号のうち１つ）を右の欄に記入  

 

 


